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(57)【要約】
【課題】ベルトラインが乗員の肩部よりも低い車両にお
いても、車両の側面への衝突時に、人体耐性の高い肩部
及び腰部へ衝突によるエネルギーを伝達し、衝突によっ
て車両内側へ侵入してくるドアから乗員をいち早く遠ざ
け、且つ人体耐性の低い胸部へのエネルギーの入力を低
減するため胸部とドアとの間にスペースを確保する。
【解決手段】ドアパネルと、前記ドアパネルの室内側に
取り付けられるドアトリムからなる車両用ドアにおいて
、前記ドアトリムは、前記ドアパネルに固定されるドア
トリム本体と、該ドアトリム本体と分割されて上方に移
動可能な上方移動部とから構成され、前記上方移動部と
ドアパネルとの間に、前記上方移動部とともに上方に移
動可能な衝撃吸収材を収容し、前記車両への側方からの
荷重入力時に、前記上方移動部を前記衝撃吸収材ととも
に上方に移動させる移動手段を設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のドアパネルと、該ドアパネルの室内側に取り付けられるドアトリムからなる車両
用ドアにおいて、
　前記ドアトリムは、前記ドアパネルに固定されるドアトリム本体と、該ドアトリム本体
と分割されて上方に移動可能な上方移動部とから構成され、
　前記上方移動部とドアパネルとの間に、前記上方移動部とともに上方に移動可能な衝撃
吸収材を収容し、
　前記車両への側方からの荷重入力時に、前記上方移動部を前記衝撃吸収材とともに上方
に移動させる移動手段を設けたことを特徴とする車両用ドア。
【請求項２】
　前記移動手段は、前記ドアトリム本体と前記ドアパネルとの間に配置したことを特徴と
する請求項１記載の車両用ドア。
【請求項３】
　前記上方移動部は、前記ドアトリム本体と車幅方向にオーバーラップして、前記上方移
動部と前記ドアトリムとの間に、前記衝撃吸収材を収容していることを特徴とする請求項
１又は２記載の車両用ドア。
【請求項４】
　前記ドアパネルは、室外側から順にアウタパネルとインナパネルとが配されており、
　前記移動手段は、
　下部を前記インナパネルに固定され、上部を前記上方移動部に固定された圧縮バネと、
　前記上方移動部に取り付けられた車両外側を向いた突起部と、
　前記インナパネルに設けられ、前記突起部を嵌合可能な嵌合孔と、
　前記突起部先端と対向する位置で、前記アウタパネルの車両内側に取り付けられたプッ
シュロッドとから構成され、
　前記圧縮バネが弾性変形した状態で前記突起部を前記嵌合孔に嵌合させることで、前記
上方移動部を前記インナパネルに固定し、
　前記車両への側方からの荷重入力時に、該荷重により前記プッシュロッドが車両内側方
向へ移動することで前記突起部を前記嵌合孔から外し、前記圧縮バネの復元力により前記
上方移動部を上方へ移動させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか記載の車両用
ドア。
【請求項５】
　前記移動手段は、
　前記車両への側方からの荷重入力を検知する検知手段と、
　火薬の爆発によってシリンダ内のピストンを作動させる火薬シリンダから構成され、
　前記火薬シリンダのシリンダを前記ドアパネルに固定するとともに、前記ピストンを前
記上方移動部に固定し、
　前記検知手段により車両への側方からの荷重入力を検知すると、前記火薬シリンダを作
動させ、前記上方移動部を上方へ移動させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
記載の車両用ドア。
【請求項６】
　前記移動手段は、
　前記車両への側方からの荷重入力を検知する検知手段と、
　下部を前記ドアパネルに固定され、上部を前記上方移動部に固定された圧縮バネと、
　前記上方移動部に設けられ車両外側を向いた突起部と、
　前記ドアパネルに設けられ、前記突起部を嵌合可能な嵌合孔と、
　前記突起部を嵌合穴から取り外し可能な取り外し手段とから構成され、
　前記圧縮バネが弾性変形した状態で前記突起部を前記嵌合孔に嵌合させることで、前記
上方移動部を前記ドアパネルに固定し、
　前記検知手段により車両への側方からの荷重入力を検知すると、前記取り外し手段によ
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って前記突起部を前記嵌合孔から外し、前記圧縮バネの復元力により前記上方移動部を上
方へ移動させることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか記載の車両用ドア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用ドアに関するものであり、側方からの衝突などの荷重入力時に乗員を
保護することができる車両用ドアに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図５は従来のドア及び乗員を示した一例の概略図である。車両のドア１０４の車両内側
にはシート１３２が配置され、シート１３２に乗員１０２が座るように構成されている。
　ドア１０４は、車両の外板をなすアウタパネル１１０と、アウタパネル１１０の車両内
側に配されてアウタパネル１１０とともにウインドガラス（不図示）、ドアロックシステ
ム（不図示）等の収容空間を形成するインナパネル１０８と、インナパネル１０８の車両
内側に取り付けられたドアトリム１０６とから構成されている。
【０００３】
　アウタパネル１１０とインナパネル１０８の間、及びインナパネル１０８とドアトリム
１０６の間であり、乗員１０２の腰部Ｗと略同じ高さ位置には車両前後方向に延びるエネ
ルギー吸収部材（以下ＥＡ部材と称する）１３６が配されている。また、車両側方から衝
突するなど、車両への側方からの荷重入力時には、乗員１０２とドア１０４との間にサイ
ドエアバック（ＳＡＢ）１３８が作動して乗員を保護するように構成されている。
　また、図５に示した車両は、視認性を向上させるためにドア１０４の上部に位置するド
アガラス（不図示）を広くとると同時にベルトライン１３４の高さ位置が下がり、乗員１
０２が一般成人である場合には肩部Ｘがベルトライン１３４よりも上方に位置するような
ドア１０４構造となっている。
【０００４】
　このようなドア１０４を有する車両が側面衝突した場合に乗員が受ける衝撃について図
６を用いて説明する。図６は従来のドア１０４を有する車両が側面から衝突した場合に乗
員が受ける衝撃の説明図であり、図６（Ａ）は衝突前を表す図であり、図６（Ｂ）は衝突
時を表す図である。
　図６（Ａ）に示したような衝突前の状態から、ドア１０４に衝突物１３０が側面から衝
突すると、乗員１０２を保護するためにサイドエアバック１３８が作動する。そして、図
６（Ｂ）に示したように衝撃により乗員１０２は車両外側に傾き、ドア１０４の上部に位
置する胸部Ｙと、ドア１０４の下部に位置する腰部Ｗに大きな荷重が入力される。腰部は
人体耐性が高いことに加え、ＥＡ部材１３６により荷重の一部が吸収されるため保護が可
能であるが、胸部は人体耐性が低いため、サイドエアバック１３８のみならず更なる保護
が必要である。
【０００５】
　人体耐性は、肩部Ｘ及び腰部Ｗが高く、胸部Ｙが低い。そのため、車両が側面から衝突
した時に乗員１０２を保護するためには、人体耐性の高い肩部Ｘ及び腰部Ｗへ衝突による
エネルギーを伝達し、衝突によって車両内側へ侵入してくるドア１０４から乗員１０２を
いち早く遠ざけ、且つ人体耐性の低い胸部Ｙへの入力を低減するため胸部Ｙとドア１０４
との間にスペースを確保することが必要である。しかし、図５に示したような肩部がベル
トライン１３４よりも上方に位置するようなドアの構造では、肩部Ｘとドア１０４との接
触位置にＥＡ材の設置が不可能であり、そのため肩部Ｘへの荷重の入力と、胸部Ｙとドア
１０４との間のスペースの確保が困難であり、人体耐性の低い胸部Ｙへの入力を低減する
ことができない。
【０００６】
　そのため、乗員の肩部がベルトラインよりも上方となるドア構造であっても肩部に荷重
を入力する技術が特許文献１に開示されている。図７は特許文献１に係る実施形態を示す
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図である。
　図７に示したように、ドアトリム２１６ｃの上方部分に、可動パネル（衝撃吸収パネル
）２４３と、５つの円筒状パネル４４１～４４５から形成される伸縮機構（移動部材）２
４４とから構成された隔離手段２４２が配置されており、通常時は隔離手段２４２はドア
トリムの一部を成し、車両の側面衝突時は伸縮機構２４４が駆動することで図７に示した
ように可動パネル２４３が上方且つ車両内側方向へ移動し乗員の肩部に荷重が入力される
ように構成されている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－１３８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に開示された技術においては、衝撃吸収パネルである可動パ
ネル２４３が車両内側方向即ち乗員方向に移動するため、可動パネル２４３が乗員に近づ
くことによる乗員へ大きな荷重がかかり、肩部への負担が過度に大きくなる。特に車両へ
の衝突の衝撃が大きいとその負担が大きい。
　また、隔離手段２４２の稼動時には伸縮機構２４４が外部に露出されるため、衝突の衝
撃により乗員身体の一部が伸縮機構２４４を構成する円筒状パネル４４１～４４５間に挟
まれるなど、乗員へ危害を加える恐れがある。
　従って、胸部への負担低減を含めた安全性向上の観点では十分とはいえない。
【０００９】
　従って、本発明はかかる従来技術の問題に鑑み、ベルトラインが乗員の肩部よりも低い
車両においても、車両の側面への衝突時に、人体耐性の高い肩部及び腰部へ衝突によるエ
ネルギーを伝達し、衝突によって車両内側へ侵入してくるドアから乗員をいち早く遠ざけ
、且つ人体耐性の低い胸部へのエネルギーの入力を低減するため胸部とドアとの間にスペ
ースを確保することができる車両用ドアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため本発明においては、車両のドアパネルと、該ドアパネルの室内
側に取り付けられるドアトリムからなる車両用ドアにおいて、前記ドアトリムは、前記ド
アパネルに固定されるドアトリム本体と、該ドアトリム本体と分割されて上方に移動可能
な上方移動部とから構成され、前記上方移動部とドアパネルとの間に、前記上方移動部と
ともに上方に移動可能な衝撃吸収材を収容し、前記車両への側方からの荷重入力時に、前
記上方移動部を前記衝撃吸収材とともに上方に移動させる移動手段を設けたことを特徴と
する。
【００１１】
　車両への側方からの荷重入力時に、前記上方移動部を前記衝撃吸収材とともに上方へ移
動させることで、上方移動部及び衝撃吸収材を乗員の肩部の高さ位置まで移動することが
でき、ベルトラインが乗員の肩部よりも低い車両においても、車両への側方からの荷重入
力によるエネルギーを適切に肩部へ伝達することができる。
　また、車両への側方からの荷重入力時に前記上方移動部が衝撃吸収材とともに上方へ移
動するため、通常時、即ち側方からの荷重非入力時に前記上方移動部及び衝撃吸収材が位
置していた場所にスペースができる。該スペースの存在により、車両の側方からの荷重入
力時に乗員の胸部とドアとの間のスペースを確保することができ、乗員の胸部への車両側
方からの荷重入力によるエネルギーの伝達を低減することができる。
　これにより、ベルトラインの高さ位置が乗員の肩部の高さ位置よりも低い車両において
も、側方からの荷重の入力に対して乗員を保護することができるため、車両のレイアウト
の自由度が高まる。
【００１２】
　また、前記移動手段は、前記ドアトリム本体と前記ドアパネルとの間に配置したことを
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特徴とする。
　このようにして前記移動手段を配置することで、移動手段は車両内側ではドアトリム本
体に覆われる。移動手段が外部に露出されずにドアトリム本体に覆われていることによっ
て、乗員に直接移動手段が衝突することを回避することができる。
【００１３】
　また、前記上方移動部は、前記ドアトリム本体と車幅方向にオーバーラップして、前記
上方移動部と前記ドアトリムとの間に、前記衝撃吸収材を収容していることを特徴とする
。
　これにより、荷重非入力時の前記衝撃吸収材の収容部は、前記上方移動部及び衝撃吸収
材が上方へ移動したときに、車両外側へへこむ凹部（スペース）を形成することとなり、
車両側方からの荷重入力時に、乗員と車両（ドアトリム）との距離を長く確保することが
できる。
【００１４】
　また、前記ドアパネルは、室外側から順にアウタパネルとインナパネルが配されており
、前記移動手段は、下部を前記インナパネルに固定され、上部を前記上方移動部に固定さ
れた圧縮バネと、前記上方移動部に取り付けられた車両外側を向いた突起部と、前記イン
ナパネルに設けられ前記突起部を嵌合可能な嵌合孔と、前記突起部先端と対向する位置で
前記アウタパネルの車両内側に取り付けられたプッシュロッドとから構成され、前記圧縮
バネが弾性変形した状態で前記突起部を前記嵌合孔に嵌合させることで、前記上方移動部
を前記インナパネルに固定し、前記車両への側方からの荷重入力時に、該荷重により前記
プッシュロッドが車両内側方向へ移動することで前記突起部を前記嵌合孔から外し、前記
圧縮バネの復元力により前記上方移動部を上方へ移動させることを特徴とする。
【００１５】
　車両の側方からの荷重入力時には、前記アウタパネルが衝撃により車両内側方向に押さ
れ、前記プッシュロッドが内側に移動する。プッシュロッドの移動により前記突起部を嵌
合穴から押し出すことで、前記上方移動部とインナパネルとの固定が解除されるため、前
記圧縮バネの復元力により上方移動部を上方へ移動させることができる。
　これにより、簡単な機構で側方からの荷重の入力に対して乗員を保護することができる
。
【００１６】
　また、前記移動手段は、前記車両への側方からの荷重入力を検知する検知手段と、火薬
の爆発によってシリンダ内のピストンを作動させる火薬シリンダから構成され、前記火薬
シリンダのシリンダを前記ドアパネルに固定するとともに、前記ピストンを前記上方移動
部に固定し、前記検知手段により車両への側方からの荷重入力を検知すると、前記火薬シ
リンダを作動させ、前記上方移動部を上方へ移動させることを特徴とする。
【００１７】
　前記検知手段としては、車両のＢピラー内部に備えられた側面衝突を検知するセンサや
、サイドエアバックを作動させるためのエアバックＥＣＵなど、従来より備えられている
ものを兼用することができる。
　これにより、例えばアウタパネルが真っ直ぐ車両内側方向に移動せず、車両内側後方な
どに移動した場合などにおいても、車両への側方からの荷重入力を検知すると前記上方移
動部を上方へ移動させることが可能であり、衝突の状態に左右されず乗員の保護が可能と
なる。
【００１８】
　また、前記移動手段は、前記車両への側方からの荷重入力を検知する検知手段と、下部
を前記ドアパネルに固定され上部を前記上方移動部に固定された圧縮バネと、前記上方移
動部に設けられ車両外側を向いた突起部と、前記ドアパネルに設けられ、前記突起部を嵌
合可能な嵌合孔と、前記突起部を嵌合穴から取り外し可能な取り外し手段とから構成され
、前記圧縮バネが弾性変形した状態で前記突起部を前記嵌合孔に嵌合させることで、前記
上方移動部を前記インナパネルに固定し、前記検知手段により車両への側方からの荷重入
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力を検知すると、前記取り外し手段によって前記突起部を前記嵌合孔から外し、前記圧縮
バネの復元力により前記上方移動部を上方へ移動させることを特徴とする。
【００１９】
　これにより、衝突の状態に左右されず乗員の保護が可能であるとともに、簡単な機構で
乗員の保護が可能となる。
【発明の効果】
【００２０】
　以上記載のごとく本発明によれば、ベルトラインが乗員の肩部よりも低い車両において
も、車両の側面への衝突時に、人体耐性の高い肩部及び腰部へ衝突によるエネルギーを伝
達し、衝突によって車両内側へ侵入してくるドアから乗員をいち早く遠ざけ、且つ人体耐
性の低い胸部へのエネルギーの入力を低減するため胸部とドアとの間にスペースを確保す
ることができる車両用ドアを提供することができる。
　また、ベルトラインの高さに寄与することなく乗員保護性能を確保できるので、デザイ
ンの自由度が増す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施例を例示的に詳しく説明する。但しこの実施
例に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対的配置等は特に特定的な記載
がない限りは、この発明の範囲をそれに限定する趣旨ではなく、単なる説明例に過ぎない
。
【実施例１】
【００２２】
　図１は、実施例１における車両のドア及び乗員を示した概略図である。図１（Ａ）は通
常時、図１（Ｂ）～図１（Ｄ）は側面衝突時を表し、図１（Ａ）の状態から車両が衝突物
に側面衝突し、図１（Ｂ）、図１（Ｃ）、図１（Ｄ）の順に時間が経過している。
【００２３】
　図１（Ａ）において、ドア４の車両内側にはシート（不図示）が配置され、該シートに
乗員２が座るように構成されている。
　ドア４は、車両の外板をなすアウタパネル１０と、アウタパネル１０の車両内側に配さ
れてアウタパネル１０とともにウインドガラス（不図示）、ドアロックシステム（不図示
）等の収容空間を形成するインナパネル８と、インナパネル８の車両内側に取り付けられ
内装品（不図示）が取り付けられるドアトリムとから構成されている。
　また、視認性を向上させるためにドア４の上部に位置するドアガラス（不図示）を広く
とると同時にベルトラインの高さ位置が下がり、乗員２が一般成人である場合には肩部Ｘ
がベルトラインよりも上方に位置するようなドア４構造となっている。
【００２４】
　前記ドアトリムは、ドアトリム（ロア）（以下ドアトリム本体と称する）６と、ドアト
リム（アッパ）（以下上方移動部と称する）１８とから構成されている。また、上方移動
部１８の下部には圧縮バネ１４の上部が固定されており、該圧縮バネ１４の下部はインナ
パネル８の上部に固定されている。上方移動部１８に設けた突起状のストッパ２０をイン
ナパネル８に設けた嵌合孔に嵌合させることで前記圧縮バネ１４が十分に圧縮された状態
で、上方移動部１８がドアトリム本体６の上部でドアトリム本体６と一体化するように固
定されている。また、圧縮バネ１４の軸心には車両上下方向に立設されたロッド状のガイ
ド２２が設けられている。
　また、ストッパ２０の先端部と対向する位置で、アウタパネル１０の車両内側にプッシ
ュロッド１２が取り付けられている。
【００２５】
　さらに、上方移動部１８とドアトリム本体６とは、ドアトリム本体６の上部で車幅方向
にオーバーラップしており、上方移動部１８とドアトリム本体６との間に出来る空間には
車両前後方向に延びるエネルギー吸収材（以下ＥＡ部材と称する）１６が上方移動部１８
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に固定されて配置されている。
【００２６】
　図１（Ａ）に示された構成のドア４の側面に衝突物３０が衝突すると、図１（Ｂ）に示
したように衝突による荷重の車両内側方向への入力によって、ドア４を構成するアウタパ
ネル１０が車両内側方向へ侵入する。アウタパネル１０の車両内側方向への侵入により、
上方移動部１８に設けられた突起状のストッパ２０と対向する位置に設けられたプッシュ
ロッド１２がストッパ２０に徐々に近づき、最後にはストッパ２０をインナパネル８に設
けた嵌合孔から押し出す。
【００２７】
　プッシュロッド１２によってストッパ２０がインナパネル８に設けた嵌合孔から押し出
されると、上方移動部１８のインナパネル８への固定が解除されるため、図１（Ｃ）に示
したように、圧縮バネ１４の復元力によって上方移動部１８及びＥＡ部材１６がガイド２
２に沿って乗員２の肩部Ｘの高さ位置と略同じ高さ位置まで上方に移動する。
【００２８】
　衝突物３０による荷重の入力が進むと、ドア４と乗員２が衝突するが、図１（Ｄ）に示
したように、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が肩部Ｘと略同じ高さ位置まで移動してい
るため、衝突によるエネルギーが適切に人体耐性の高い肩部に伝達される。
　さらに、図１（Ａ）に示した通常時に上方移動部１８及びＥＡ部材１６が位置していた
場所は、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が上方に移動することによってスペースができ
るため、人体耐性の低い胸部への衝突によるエネルギーの伝達を低減することができる。
このようにして出来るスペースで開くように車両の側面衝突時に作動するサイドエアバッ
クを設けることもできる。
　さらにまた、圧縮バネ１４、ストッパ２０、ガイド２２、プッシュロッド１２から構成
され、通常時は上方移動手段を定位置に固定し、側方からの荷重入力時には上方移動部１
８を上方へ移動させる移動手段は、ドアトリム本体に覆われているため、前記移動手段と
乗員とが直接衝突することを回避することができる。
【実施例２】
【００２９】
　図２は、実施例２における車両のドア及び乗員を示した概略図である。図２（Ａ）は通
常時、図２（Ｂ）～図２（Ｄ）は側面衝突時を表し、図２（Ａ）の状態から車両が衝突物
に側面衝突し、図２（Ｂ）、図２（Ｃ）、図２（Ｄ）の順に時間が経過している。
【００３０】
　図２（Ａ）において、ドア４の車両内側にはシート（不図示）が配置され、該シートに
乗員２が座るように構成されている。
　ドア４は、車両の外板をなすアウタパネル１０と、アウタパネル１０の車両内側に配さ
れてアウタパネル１０とともにウインドガラス（不図示）、ドアロックシステム（不図示
）等の収容空間を形成するインナパネル８と、インナパネル８の車両内側に取り付けられ
内装品（不図示）が取り付けられるドアトリムとから構成されている。
　また、視認性を向上させるためにドア４の上部に位置するドアガラス（不図示）を広く
とると同時にベルトラインの高さ位置が下がり、乗員２が一般成人である場合には肩部Ｘ
がベルトラインよりも上方に位置するようなドア４構造となっている。
【００３１】
　前記ドアトリムは、ドアトリム本体６と、上方移動部１８とから構成されている。また
、上方移動部１８の下方には、シリンダ１５ｂとピストン１５ａから構成されるアクチュ
エーター１５が配置されており、アクチュエーター１５構成するピストン１５ａの上部が
上方移動部１８の下部に固定されるとともに、シリンダ１５ｂの下部はインナパネル８の
上部に固定されている。
【００３２】
　また、衝突検知センサ２８が設けられている。衝突検知センサ２８は車両の側面衝突を
検知するものであり、実施例２に係る車両用ドア４専用に設けてもいいが、車両のＢピラ
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ー内部に備えられた側面衝突を検知するセンサや、サイドエアバックを作動させるための
エアバックＥＣＵの衝突検知信号など、他の設備と兼用するものでもよい。
　衝突検知センサ２８とアクチュエーター１５とはケーブルを介して接続されており、衝
突検知センサ２８で車両の側面衝突を検知するとケーブルを介してアクチュエーター１５
に作動命令信号が送られ、アクチュエーター１５が作動するように構成されている。
【００３３】
　さらに、上方移動部１８とドアトリム本体６とは、ドアトリム本体６の上部で車幅方向
にオーバーラップしており、上方移動部１８とドアトリム本体６との間に出来る空間には
車両前後方向に延びるＥＡ部材１６が上方移動部１８に固定されて配置されている。
【００３４】
　図２（Ａ）に示された構成のドア４の側面に衝突物３０が衝突すると、図２（Ｂ）に示
したように衝突による荷重の車両内側方向への入力によって、ドア４を構成するアウタパ
ネル１０が車両内側方向へ侵入する。この衝突を衝突検知センサ２８が検知すると、図２
（Ｂ）に示したようにケーブルを介してアクチュエーター１５に作動命令信号が送られる
。
【００３５】
　前記作動命令信号を受けると図２（Ｃ）に示したように、アクチュエーター１５のピス
トン１５ａが押し上げられ、それに伴ってピストン１５ａの上部に固定されている上方移
動部１８及びＥＡ部材１６が乗員２の肩部Ｘの高さ位置と略同じ高さ位置まで上方に移動
する。
【００３６】
　さらに衝突物３０による荷重の入力が進むと、ドア４と乗員２が衝突するが、図２（Ｄ
）に示したように、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が肩部Ｘと略同じ高さ位置まで移動
しているため、衝突によるエネルギーが適切に人体耐性の高い肩部に伝達される。
　さらに、図２（Ａ）に示した通常時に上方移動部１８及びＥＡ部材１６が位置していた
場所は、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が上方に移動することによってスペースができ
るため、人体耐性の低い胸部への衝突によるエネルギーの伝達を低減することができる。
このようにして出来るスペースで開くように車両の側面衝突時に作動するサイドエアバッ
クを設けることもできる。
　さらにまた、通常時は上方移動手段を定位置に固定し、側方からの荷重入力時には上方
移動部１８を上方へ移動させる火薬シリンダ１５は、ドアトリム本体に覆われているため
、前記移動手段と乗員とが直接衝突することを回避することができる。
【実施例３】
【００３７】
　図３は、実施例３における車両のドア及び乗員を示した概略図である。図３（Ａ）は通
常時、図３（Ｂ）～図３（Ｄ）は側面衝突時を表し、図３（Ａ）の状態から車両が衝突物
に側面衝突し、図３（Ｂ）、図３（Ｃ）、図３（Ｄ）の順に時間が経過している。
【００３８】
　図３（Ａ）において、ドア４の車両内側にはシート（不図示）が配置され、該シートに
乗員２が座るように構成されている。
　ドア４は、車両の外板をなすアウタパネル１０と、アウタパネル１０の車両内側に配さ
れてアウタパネル１０とともにウインドガラス（不図示）、ドアロックシステム（不図示
）等の収容空間を形成するインナパネル８と、インナパネル８の車両内側に取り付けられ
内装品（不図示）が取り付けられるドアトリムとから構成されている。
　また、視認性を向上させるためにドア４の上部に位置するドアガラス（不図示）を広く
とると同時にベルトラインの高さ位置が下がり、乗員２が一般成人である場合には肩部Ｘ
がベルトラインよりも上方に位置するようなドア４構造となっている。
【００３９】
　前記ドアトリムは、ドアトリム本体６と、上方移動部１８とから構成されている。また
、上方移動部１８の下部に圧縮バネ１４の上部が固定されており、該圧縮バネ１４の下部
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はインナパネル８の上部に固定されている。上方移動部１８に設けた突起状のストッパ２
０をインナパネル８に設けた嵌合孔に嵌合させることで前記圧縮バネ１４が十分に圧縮さ
れた状態で、上方移動部１８がドアトリム本体６の上部でドアトリム本体６と一体化する
ように固定されている。また、圧縮バネ１４の軸心には車両上下方向に立設されたロッド
状のガイド２２が設けられている。
【００４０】
　前記ストッパ２０にはワイヤケーブル２６の一端が取り付けられており、ワイヤケーブ
ル２６の他端はワイヤ巻取り装置２４に収納されている。
　また、衝突検知センサ２８が設けられている。衝突検知センサ２８は車両の側面衝突を
検知するものであり、実施例３に係る車両用ドア４専用に設けてもいいが、図２を用いて
説明した実施例２における衝突検知センサと同様に、車両のＢピラー内部に備えられた側
面衝突を検知するセンサや、サイドエアバックを作動させるためのエアバックＥＣＵの衝
突検知信号など、他の設備と兼用するものでもよい。
　衝突検知センサ２８とワイヤ巻取り装置２４とはケーブルを介して接続されており、衝
突検知センサ２８で車両の側面衝突を検知すると前記ケーブルを介してワイヤ巻取り装置
２４に作動命令信号が送られ、ワイヤ巻取り装置２４が作動してワイヤケーブル２６を巻
取るように構成されている。
【００４１】
　さらに、上方移動部１８とドアトリム本体６とは、ドアトリム本体６の上部で車幅方向
にオーバーラップしており、上方移動部１８とドアトリム本体６との間に出来る空間には
車両前後方向に延びるＥＡ部材１６が上方移動部１８に固定されて配置されている。
【００４２】
　図３（Ａ）に示された構成のドア４の側面に衝突物３０が衝突すると、図３（Ｂ）に示
したように衝突による荷重の車両内側方向への入力によって、ドア４を構成するアウタパ
ネル１０が車両内側方向へ侵入する。この衝突を衝突検知センサ２８が検知すると、図３
（Ｂ）に示したようにケーブルを介してワイヤ巻取り装置２４に作動命令信号が送られる
。
　前記作動命令信号を受けると、ワイヤ巻取り装置２４はワイヤケーブル２６を巻取る。
これにより、ワイヤケーブル２６のワイヤ巻取り装置２４と反対側の端部に取り付けられ
たストッパ２０がインナパネル８に設けた嵌合孔から引き抜かれる。
【００４３】
　ワイヤ巻取り装置２４の作動によってストッパ２０がインナパネル８に設けた嵌合孔か
ら引き抜かれると、上方移動部１８のインナパネル８への固定が解除されるため、図３（
Ｃ）に示したように、圧縮バネ１４の復元力によって上方移動部１８及びＥＡ部材１６が
ガイド２２に沿って乗員２の肩部Ｘの高さ位置と略同じ高さ位置まで上方に移動する。
【００４４】
　さらに衝突物３０による荷重の入力が進むと、ドア４と乗員２が衝突するが、図３（Ｄ
）に示したように、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が肩部Ｘと略同じ高さ位置まで移動
しているため、衝突によるエネルギーが適切に人体耐性の高い肩部に伝達される。
　さらに、図３（Ａ）に示した通常時に上方移動部１８及びＥＡ部材１６が位置していた
場所は、上方移動部１８及びＥＡ部材１６が上方に移動することによってスペースができ
るため、人体耐性の低い胸部への衝突によるエネルギーの伝達を低減することができる。
このようにして出来るスペースで開くように車両の側面衝突時に作動するサイドエアバッ
クを設けることもできる。
　さらにまた、通常時は上方移動手段を定位置に固定し、側方からの荷重入力時には上方
移動部１８を上方へ移動させる火薬シリンダ１５は、ドアトリム本体に覆われているため
、前記移動手段と乗員とが直接衝突することを回避することができる。
【００４５】
　図１、図２及び図３を用いて説明した実施例１、２及び３におけるＥＡ部材１６の配置
位置について図４を用いて説明する。
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　ＥＡ部材１６は、車両の側面衝突時に肩部Ｘに位置していればよい。そのため、通常時
は、図４左図に示したように、ＥＡ部材１６はその高さ位置が肩部Ｘよりも低い位置に配
置される。また、車両前後方向は、ＥＡ部材１６の配置される範囲が肩部Ｘの車両前後方
向よりも広い範囲となるように配置される。ドア４の後方からドア全体の１／３～１／２
程度の範囲にＥＡ部材１６を配置すればよい。このようなＥＡ部材の配置により衝突時は
図４右図に示したようにＥＡ部材１６が上方に移動し、肩部に衝突によるエネルギーを伝
達することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　ベルトラインが乗員の肩部よりも低い車両においても、車両の側面への衝突時に、人体
耐性の高い肩部及び腰部へ衝突によるエネルギーを伝達し、衝突によって車両内側へ侵入
してくるドアから乗員をいち早く遠ざけ、且つ人体耐性の低い胸部へのエネルギーの入力
を低減するため胸部とドアとの間にスペースを確保することができる車両用ドアとして利
用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】実施例１における車両のドア及び乗員を示した概略図である。
【図２】実施例２における車両のドア及び乗員を示した概略図である。
【図３】実施例３における車両のドア及び乗員を示した概略図である。
【図４】実施例における車両のドア及び乗員を示した側面概略図である。
【図５】従来のドア及び乗員を示した一例の概略図である。
【図６】車両が側面衝突した場合に乗員が受ける衝撃の説明図である。
【図７】特許文献１に係る実施形態を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　２　　乗員
　４　　ドア
　６　　ドアトリム本体
　８　　インナパネル
　１０　　アウタパネル
　１２　　プッシュロッド
　１４　　圧縮バネ
　１５　　アクチュエーター
　１６　　エネルギー吸収材
　１８　　上方移動部
　２０　　ストッパ
　２２　　ガイド
　２４　　ワイヤ巻取り装置
　２６　　ワイヤケーブル
　２８　　衝突検知センサ
　３０　　衝突物
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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